








































































































計 30（5．8） 167（32．4） 161（3L3） 157（30．5） 515









































計 9（5．6） 50（31．3〉 49（30．6） 52（32．5） 160












































































































































































































































































































































































































IV 18．安全に運動を行う方法を身につける ．5848 ．9629
4，明朗な性格をつくる 。5340 ．9612
因子寄与率（％） 69．4 10．6 7．9 4．6
（2）特性2（技術的特性）


























IV 2，仲間のまとまりをつくる ．8011 ．7468
14，競争相手に対する正しい態度，行動を養う ．7504 ．7584
13，生涯にわたって運動，スポーツをする態度を養う ．7957 ．7614
V 10，健康の維持・増進 ．6636 ．7652
5，余暇にスポーツをする態度を養う ．5438 ．6273
VI 1，体力をつける ．8849 ．8216
因子寄与率（％） 38．8 8．6 7．7 5．6 5．0 4．1
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（3）特性3（効果的特性）
F ア　　　イ　　　テ　　　ム F　I FII FIII FIV FV FVI FWl h2
19，　じょうぶなからだをつくる ．8501 ．8483
10，健康の維持・増進 ．8434 ．8387
























w 22，生活を楽しくする ．6866 ．7533
因子寄与率（％） 31．2 9．7 8．5 6．6 5．9 5．5 4．6
（4〉特性4（運動の本質からみた特性）
F ア　　　イ　　　テ　　　ム F　I FII FIII FIV FV FVI FWI h2
17，情緒を安定させる ．7493 ．7788
15，心身の発達 ．7117 ．8315
















IV 5，余暇にスポーツをする態度を養う ．6377 。7932
13，生涯にわたって運動，スポーツをする態度を養う ．6326 ．6351
11，協力しあう態度を養う ．8677 ．8498
V 7，友人関係を育てる ．6198 ．6819
2，仲間のまとまりをつくる ．6172 ．6602
1，体力をつける ．8427 ．8228





因子寄与率（％） 33．6 13．3 6．9 6．1 4．8 4．7 4．0
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質からみた特性」を重視する教師では，才1因子に「心身の健全な発達」が寄与率33．6％
で抽出され，矛2因子は「仲間と公正，平等につきあう態度」と解釈された。
　以上より，「学習者からみた特性」を重視する教師は，学習者が仲問とともに運動の楽し
さを味わいながら運動する態度を強く期待している。また，「技術的特性」を重視する教師
でも技術上達に直結しているのではなく，「運動を楽しむためにはある程度の技術を持ち合
わせないと楽しめない」との考えから，運動の楽しみ方の中に技術を位置づけていると推
測できる。しかし，この特性のとらえ方では，学習活動の中心は多分に技術学習中心にな
り，学習者にとって運動の楽しさの経験は副次的となるおそれがあるが，本研究ではその
考察までには至っていない。次に「効果的特性」を重視する教師では身体的な効果と対人
関係が良くなることを期待し，「運動の本質からみた特性」を重視する教師では，心身の健
全な発達と仲間と親和する態度の育成を期待していた。
まとめ
　本研究ではボール運動を対象に，教師が期待する体育の本質的効果が学習指導過程を決
定づけるとの仮説から，その期待する要因を学習内容と学習効果から探り，さらには特性
のとらえ方やねらいの相違との関連から検討を加えた。その結果次のことが明らかになっ
た。
1）　生涯スポーツヘ向けて，学習者主体の授業が重視されているが，今なお教師中心，
　　指導中心の授業が多い。
2）　1）との関連から「子どもからみた特性」が最重視されるべきだが，本研究では最
　　も軽視されていた。しかし，教師が期待する学習効果に対しては，この特性のとらえ
　　方がより多様に対応することができる。
3）　男性教師は身体的効果，女性教師は精神的効果を強く期待する傾向にある。
4）　生涯スポーツヘ継げる体育授業の学習指導計画にあたっては，特性，ねらい，学習
　　内容，学習効果に対し論理的に一貫性を持ち，具体的な学習活動をきめだすことが必
　　要である。
（本論文は才29回日本体育学会の発表論文に加筆したものである）
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